
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

■ 増加 □ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

■ さらに重点化する □ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する

378

就学児童の保護者、中学生、その保護者、地域住民

平成24年度決算

事業の目的 心豊かな子どもを育てるために家庭教育の重要性について啓蒙を図る。

事業の内容

平成25年度予算平成23年度決算

子育て講座、思春期の心を育てる講座、親力アップ講演会の開催

事業の効果等

就学時健診等を活用した講演会では対象となる保護者がほぼ全員参加できるので、
就学後の子育てに効果的である。又、講師の選定では、親の心に響きやすく、わかりやす
い講演を企画しており、充実した内容となっている。思春期の心を育てる講座では、中学生
が抱える思春期特有の悩みや人間関係について学習し、意見や質問なども多く興味深い
内容となった。本年度は美郷中学校1回目として、著名な講師を招きＰＴＡに合わせて実
施。保護者からも好評だった。2回目の「親力アップ講演会」では落語を交えた講演だった
が、保護者の参加者が少なく残念だった。周知を徹底したい。

あまりできていない

実績・成果等
（数値）

431
事　業　費

年度・区分

あまり寄与していない

金　　　額 239

4322

事業の対象

平成２４年度
事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 家庭教育事業 担当課名 生涯学習課

子育て講座：参加者160名、思春期講座：210名、親力アップ講演会：180名

事
業
の
評
価

あまりできていない

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

総合計画の
主要施策名

生涯学習講座の充実 事業コード

判定説明
及び考察

就学児童対象の子育て講座では今後も園・学校と連携して就学時健診時に行い、保護
者が興味を持てる内容としたい。思春期の心を育てる講座は今後もＰＴＡに合わせた開
催が望ましい。親力アップ講演会は周知や連携を十分図り、各課やＰＴＡ連合会などと
の共催により参加者を増やすよう準備したい。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見

部局評価のとおり。
「事業の効果等」欄に、参加者数だけではな
く、参加者の声が書かれていても良いのでは
ないか。

美郷町教育委員会
３４


